
幼児教育学科
ディプロマ・ポリシー(DP) カリキュラム・ポリシー(CP)
幼児教育学科では、所定の卒業要件を満たし、以下の能⼒を修得した者に学⼠ (幼児教育学）の学
位を授与します。

幼児教育学科では、卒業認定・学位授与の⽅針 (ディプロマ・ポリシー）を実現するために、以下の⽅針に基づいて教育課程を編成・
実施します。

１  知識・専⾨性 【学びの基礎⼒を基盤とした専⾨能⼒】
a. ⾃ら基礎学⼒を修得し、⾃⽴的・主体的に学ぶことができる。【教養・基礎⼒】
b.⼦どもや保育、⼦育てに関わる国内外の状況や課題について、主体的に学ぶことができる。【教養・基
礎⼒】
c. ⾃ら⼦どもの成⻑や発達を理解し、社会環境の変化や⼦どもの個別性に対応しながら発達の⽀援が
できる知識と実践⼒を⾝につけている。【専⾨性】
d. ⾃ら幼児教育・保育の原理や⽅法を⾝につけ、集団的及び個別的に実践できる専⾨的能⼒を修得
している。【専⾨性】

<学科基礎科⽬>で本学科の基礎となる科⽬を必修科⽬として学び、<学科基幹科⽬>では幼児教育・保育、⼦どもに関する様々
な社会の状況を理解するベースとなる教育関連科⽬や⼼理学関連科⽬を学びます。<学科展開科⽬>である<保育・幼児教育関
連科⽬群>＜発達・⼦育て⽀援科⽬群＞＜領域及び保育内容指導法関連科⽬群＞<領域関連専⾨科⽬群>では教育・保育
の内容と⽅法を学びます。その後、幼稚園教諭免許および保育⼠資格取得に必要な実習及び周辺科⽬を配した<実習関係科⽬>
にて、教育者・保育者となる⾃分を⾒つめ、社会に貢献できる実践⼒を⾝につけます。また、<グローバル教員養成科⽬群>を履修す
ることにより、国際感覚を⾝につけ、国際バカロレアを理解し実践できる世界標準の教員に必要な能⼒を涵養します。

２  関⼼・態度・⼈格 【他者と⾃⼰を理解し、⾃発的に踏み出す⼒】
a. ⾃ら問題意識を持ち、幼児教育・保育を実践したり、⼦どもに関する課題に取り組むことができる。【主
体性・実⾏⼒】
b. 社会の幸せに貢献できるような柔軟性、創造性と⼼⾝を⾃⼰管理する⼒を⾝につけている。【ストレス
コントロール⼒】
c. 幼児教育者・保育者、社会において⼦どもと共に在る者としての倫理観、使命感を持っている。【⼈格
形成・使命感】

保育者・教育者となる⾃分を⾒つめ、問題意識を持つことができるように、「プレ実習」「保育・教育実習」「保育インターンシップ」等の
多数の<実習関係科⽬>を履修することで、保育・教育現場を直に体験し、社会に貢献できるような柔軟性と⼼⾝を⾃⼰管理する⼒
を⾝につけます。さらに、実習と理論の循環的学びを通して⾃ら問題意識を持ち、教育・保育を実践したり、国内外の⼦どもに関わる多
様な課題について⾃ら関⼼や問題意識をもつことができるように「幼児教育学⼊⾨ゼミ」「幼児教育学基礎ゼミ」「幼児教育学発展ゼ
ミ」「幼児教育学総合ゼミ」といった少⼈数のゼミナールを通して、専⾨性を深めるとともに卒業研究としてまとめます。教育者・保育者と
なる⾃分を⾒つめ、さらに倫理観や使命感について考えるために、「教職論」や「保育・教職実践演習（幼）」を学びます。

３  思考⼒・判断⼒ 【課題を多⾓的に捉え、創造的に考える⼒】
a. ⾃ら幅広い分野の知識を⾝につけ、多種多様な環境にある教育・保育の領域にまたがる課題を、総
合的、多⾯的に理解し、論理的に分析できる。【情報分析・論理的思考⼒】
b. 様々な幼児教育・保育、家庭及び社会の状況に応じて、新たな⽅法を模索することができる。【創造
的思考⼒】

１年次の教育・保育プレ実習、２年次の⾒学実習及び施設での実習、３年次の保育所及び施設での実習、４年次の幼稚園教育
実習と、１年次から４年次まで段階的に教育・保育の現場に触れ続けるカリキュラムにより、⼤学での講義・演習によって会得した理
論・知識を実践と相互連動させ、教育・保育状況を多⾓的に捉え、分析する能⼒を獲得します。さらに、<学科展開科⽬>では<発
達・⼦育て⽀援科⽬群><領域関連科⽬群>＜グローバル教員養成科⽬群＞を履修し、保護者の理解と⽀援に理解を深め、多⾯
的に教育保育や、⼦どもに関わる課題について検討し、豊かな⼈間性の育成と様々な場⾯に臨機応変に対応できる能⼒を獲得しま
す。

４  交感⼒・発信⼒ 【多様な⼈々のなかで、⾃らの考えを表現・発信する⼒】
a. 幼児教育・保育の場⾯で⾔語・⾮⾔語メッセージを読み取り、豊かなコミュニケーションができる。【コミュ
ニケーション⼒】
b.多様な⼈とお互いの思いや考えを伝え合い、協働することができる。【コミュニケーション⼒】
c. 保育計画を⽴て、環境や援助に表すことができる。【表現⼒】
d. ⾃らの考えや取り組んだことを明確に話したり、書いたりすることができる。【表現⼒】

幼児教育学科全科⽬を通して、様々な教員や他の学⽣と積極的に関わり、幼児教育・保育における豊かなコミュニケーション⼒を⾝に
つけます。特に「実習科⽬」と事前・事後指導を⾏う「実習指導科⽬」を相互連動させるカリキュラムにより、グループ討議を通じて学⽣
⼀⼈ひとりが体験的に学んだことを⾔語化して整理・発表し、他者との相互理解、体験の共有化を図りながら、⾃らの考えや今後の⾃
⼰の課題を明確にします。幼稚園教諭・保育⼠に求められる資質・能⼒・技術について、模擬保育や演習・実習を⾏うなどの実践に
即した学修から、表現⼒を⾝につけます。また、国内外の⼦どもに関する課題について、考えたり取り組んだりしたことを表現する能⼒を
獲得します。
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